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913 夜空にひらく
いとうみく//著

アリス館
親の愛情を知らず、居場所がなかった円人。ある花
火師一家との出会いが彼の心を変えます。

913 リラの花咲くけものみち
藤岡陽子//著

光文社
北海道を舞台にした、引きこもりの岸本聡里と仲間
の獣医学生たちの6年間を描いた物語。

913 図書室の怪談　死者の本
緑川聖司//作

ポプラ社
事故で亡くなった従兄に会いたいわたしは、七不
思議の〈四時四十四分の噂〉を屋上で試します。

913 本日は、お日柄もよく
原田マハ//著

徳間書店
想いを寄せる人の結婚式で、こと葉は涙があふれ
るほど感動するスピーチに出会います。

913 ８６―エイティシックス―　11～13巻
安里アサト//著
KADOKAWA

共和国での撤退作戦、連邦への離反部隊の反乱、
そして最悪の悪循環へ戻ってしまう。

913 変な家
雨穴//著
飛鳥新社

知人が購入を考えている一軒家にあった「謎の空
間」。その空間には、恐ろしい真実がありました。

913 十角館の殺人
綾辻行人//著

講談社
十角形の奇妙な館が建つ角島で起きる連続殺人
事件。たった一行で衝撃の真実が明かされます。

913 草迷宮
泉鏡花//著
岩波書店

幼い時に亡き母が歌ってくれた手まり歌の手がかりを求
めて、秋谷邸にたどり着いた青年の怪異話。

911 回転ドアは、順番に
穂村弘 他//著

筑摩書房
著者二人が、ある男女の出会いから別れまでの恋
の記録を、短歌と散文で表現した作品です。

911 萩原朔太郎詩集
萩原朔太郎//著

教育出版
「日本近代詩の父」といわれる萩原朔太郎。代表作の『月
に吠える』や『青猫』も収録されています。

910
文豪ナビ　太宰治
ナイフを持つまえにダザイを読め‼

新潮文庫//編
新潮社

決してほめられた人生ではなかったが、そこに人間
味を感じるファンも多い太宰治の解説本。

914
こころ彩る徒然草
兼好さんと、お茶をいっぷく

木村耕一//著
1万年堂出版

現代にも通じる66個のトピック(段)を選び、やさしい
文章にイラストや写真もそえた一冊です。

914
こころきらきら枕草子
笑って恋して清少納言

木村耕一//著
1万年堂出版

日本の風景やさまざまな人間模様が描かれたエッセイ。
イラストも多いので絵本としても楽しめます。

933 死の森の犬たち ｱﾝｿﾆｰ･ﾏｺﾞｰﾜﾝ//作
尾崎愛子//訳 岩波書店

チェルノブイリ原発事故の翌日、村に取り残された
動物たちの厳しく辛い日々が始まります。

943 飛ぶ教室
ｴｰﾘﾋ･ｹｽﾄﾅｰ//作 那須田淳

他//訳  KADOKAWA
ドイツの寄宿学校に通う男の子たちに起きた、同級
生連れ去り事件。男子におすすめの本です。

788
世界最強の競走馬を育てる！
馬のトレーナーという仕事

工藤ケン//まんが
Gakken

馬と向き合う日々の中で、喜びや苦労を感じながら
トレーニングする人たちを取材したお仕事本。

783
球技のための
スポーツビジョントレーニング

石橋秀幸//監修
ﾒｲﾂﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｺﾝﾃﾝﾂ

スポーツ競技に有効な「視る力」を鍛えてスポーツ
パフォーマンスの向上をめざすための本です。

558
深海ロボット、南極へ行く
極地探査に挑んだ工学者の700日

後藤慎平//著
太郎次郎社ｴﾃﾞｨﾀｽ

深海水中探査機(ROV)を自作していた著者の元
へ、南極用ROVの制作依頼が舞い込みます。

462
レッドリスト・プラネット
野生生物を守り、地球を救うために

ｱﾝﾅ･ｸﾚｲﾎﾞｰﾝ//作
大山 泉//訳　評論社

人間の活動によって多くの生物が絶滅の危機にさ
らされています。私たちにできることとは？

289 ペンは剣よりも強し　福沢諭吉
高山毅//著

講談社
学問の大切さを世に広めた福沢諭吉ですが、幼い
頃は勉強嫌いだったそうです。

159
きみの心を強くする
世界のすごい人のことば50

齋藤孝//著
SBクリエイティブ

皆さんと同じように悩みながら生き抜いた偉人たち
の言葉が、疑問や悩みを解決してくれます。

       新　着　図　書　（寄 贈 図 書）　リ　ス　ト


